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【下水道施設の再構築】老朽管の改築

昭和初期に整備した下水管（老朽管）

（更生後）

下水道施設の整備状況

○札幌市の下水道施設は、昭和４０年代から５０年代に集中的に整備を進めたた

め、今後、耐用年数（５０年）を超える管路が急増します。

○そのため、管路の劣化状態を調査し、修繕による延命化を図るか、改築を行う

か総合的に判断し、計画的に対策を進めています。

○令和８年度は24kmの改築を実施する予定であり、今後、長期的な改築事業量

については、段階的に増加させていきます。

管更生工法による改築
（更生前）

管更生工法による管路の改築
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○札幌市では、10年に一度程度の大雨（1時間雨量35mm）の排除を目標に雨水

拡充管の整備を進めています。

○令和８年度は中の島地区で 0.3km、新道東地区で 0.1km、山の手地区で0.9㎞

の雨水拡充管を整備する予定です。

令和8年度整備箇所図 雨水拡充管イメージ図

中の島地区

【下水道施設の災害対策（雨水対策）】 雨水拡充管の整備

新道東地区

山の手地区


